
JP 5206924 B2 2013.6.12

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）イソプロピルメチルフェノール又はチモール
（ｂ）下記（ｂ－１）～（ｂ－８）からなる群から選ばれる１種又は２種以上の界面活性
剤、
（ｂ－１）下記一般式（１）で表されるアミノ酸系アニオン界面活性剤

【化１】

（式中、Ｒ1は炭素数５～２３の直鎖もしくは分岐鎖のアルキル基もしくはアルケニル基
、又は炭素数５～２３の直鎖もしくは分岐鎖のアルキル基もしくはアルケニル基で置換さ
れたフェニル基を示し、Ｒ2は水素原子又は炭素数１～３のアルキル基を示し、Ｒ3及びＲ
4は同一でも異なっていてもよく、水素原子又は－（ＣＨ2）m－ＣＯＯＭ2を示し、ｍ及び
ｎは同一でも異なっていてもよく、０～２０の数を示し、Ｍ1及びＭ2は同一でも異なって
いてもよく、水素原子、アルカリ金属原子、アルカリ土類金属原子、アルカノールアミン
、アンモニウム又は塩基性アミノ酸を示す。）
（ｂ－２）下記一般式（２）で表されるアシルタウリン系アニオン界面活性剤
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【化２】

（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、ｍ、ｎ、Ｍ1及びＭ2は上記と同じである。）
（ｂ－３）下記一般式（３）で表されるアミドエーテルカルボン酸又はその塩

【化３】

（式中、Ｒ1及びＭ1は上記と同じである。Ｒ5は水素原子、－（Ｒ6Ｏ）O－ＣＨ2ＣＯＯＭ
2（Ｍ2は上記と同じである。）、－（Ｒ6Ｏ）pＨ、又は炭素数１～３のアルキル基を示し
、Ｒ6は同一でも異なってもよく炭素数２～４のアルキレン基を示し、ｏ及びｐは同一で
も異なってもよく、１～２０の数を示す。）
（ｂ－４）下記一般式（４）又は（５）で表されるエーテルカルボン酸系アニオン界面活
性剤

【化４】

（式中、Ｒ1、Ｒ6、ｏ及びＭ1は上記と同じである。）
（ｂ－５）下記一般式（６）又は（７）で表されるスルホサクシネート系アニオン界面活
性剤

【化５】

（式中、Ｒ1、Ｒ6、ｏ、ｎ、Ｍ1及びＭ2は上記と同じである。）
（ｂ－６）下記一般式（８）、（９）、（１０）又は（１１）で表されるアルキルリン酸
系アニオン界面活性剤
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【化６】

（式中、Ｒ1、Ｒ6、ｍ、ｎ、Ｍ1及びＭ2は上記と同じである。）
（ｂ－７）下記一般式（１２）で表されるアルキルアミノジ酢酸又はその塩
【化７】

（式中、Ｒ1、Ｍ1及びＭ2は上記と同じである。）
（ｂ－８）下記一般式（１３）で表されるポリグリセリン脂肪酸エステル
【化８】

（式中、Ｒ1は上記と同じである。Ｒ7は水素原子、炭素数５～２３の直鎖もしくは分岐鎖
のアルキル基もしくはアルケニル基、又は炭素数５～２３の直鎖もしくは分岐鎖のアルキ
ル基もしくはアルケニル基で置換されたフェニル基を示し、ｐ’は２～２０の数を示す。
）
（ｃ）両性界面活性剤、
（ｄ）カチオン化セルロースを除くカチオン性ポリマー
を配合してなり、（ｂ）及び（ｃ）成分の合計配合量が４質量％以上、（ｂ）成分／（ｃ
）成分で表される質量比が２０／１～１／４、（ｄ）成分の配合量が０．０１～２質量％
である洗浄剤組成物。
【請求項２】
　（ａ）成分がイソプロピルメチルフェノールである請求項１記載の洗浄剤組成物。
【請求項３】
　（ａ）成分の配合量が、洗浄剤組成物中０．０１～５質量％である請求項１又は２記載
の洗浄剤組成物。
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【請求項４】
　（ｂ）成分が、上記（ｂ－２）、（ｂ－３）、（ｂ－４）、（ｂ－５）、（ｂ－７）及
び（ｂ－８）からなる群から選ばれる１種又は２種以上の界面活性剤であり、（Ｃ）成分
が、ラウリルジメチルアミノ酢酸ベタイン、ラウリン酸アミドプロピルベタイン、ヤシ油
脂肪酸アミドプロピルベタイン、２－アルキル－Ｎ－カルボオキシメチル－Ｎ－ヒドロキ
シエチルイミダゾリニウムベタイン、ヤシ油アルキル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリ
ニウムベタイン、及びアルキル（Ｃ１２，Ｃ１４）オキシヒドロキシプロピルアルギニン
塩酸から選ばれる１種又は２種以上の両性界面活性剤である請求項１～３のいずれか１項
記載の洗浄剤組成物。
【請求項５】
　（ｂ）及び（ｃ）成分の合計配合量が１０～９０質量％、（ｂ）成分／（ｃ）成分で表
される質量比が５／１～１／３である請求項１～４のいずれか１項記載の洗浄剤組成物。
【請求項６】
　（ｂ）成分／（ｃ）成分で表される質量比が２／１～１／２である請求項５記載の洗浄
剤組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は殺菌剤を含有する洗浄剤組成物に関するものである。より詳しくは、皮膚（頭
皮を含む）に対して低刺激で泡立ちが良く、殺菌剤由来のにおいが改善された洗浄剤組成
物に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　皮膚表面の微生物の殺菌、静菌効果を有する殺菌剤は、化粧品、医薬部外品、医薬品の
分野で、薬用石鹸、制汗剤、にきび防止剤、フケ防止剤、手指消毒剤等に数多く使用され
ている。殺菌剤は、手及びそれ以外の体に付着した微生物を殺菌・抗菌することによる感
染防止抑制効果、汗による不快臭や、にきび、フケ等の原因である皮膚常在菌の生育抑制
効果を発揮する。また、病院等においては院内感染防止のため、看護婦、医師の手指消毒
剤として多く用いられている。
【０００３】
　手洗いにおいては、一般家庭における清潔意識の高まりによる使用頻度の増加や、医療
・食品製造現場等の使用頻度の高い使用状況が見られ、顔や身体の洗浄においては、昨今
、増加傾向にある敏感な肌やアトピー性皮膚炎への対処が求められている。このような現
状から、殺菌剤を含有する洗浄剤組成物は、殺菌剤としての上記効果は維持した上で、肌
が敏感な人でも肌荒れしにくい低刺激性と泡立ちの良さ、嗜好性の高い製品の香りの良さ
が重要な品質となっている。
【０００４】
　一般的に、皮膚への低刺激性と泡立ちは、使用する洗浄成分である界面活性剤や殺菌剤
の種類による影響が大きく、また、製品の香りには、殺菌剤の原料臭が大きく影響してい
る。また、トリクロサンに代表されるクロルフェノール系殺菌剤は、殺菌効果が高く、原
料臭が少ないことが利点であるが、昨今の研究により、身体・生態系に対する安全性への
懸念が指摘されている。また、塩化ベンザルコニウムに代表されるカチオン性殺菌剤は、
皮膚刺激性に懸念があり、アニオン性界面活性剤共存で不活化してしまう。一方、イソプ
ロピルメチルフェノールに代表されるアルキルフェノール系殺菌剤は、殺菌効果が高く、
安全性への懸念もないが、蒸気圧が高く、室温においても揮発するため、殺菌剤の原料臭
が発生し、製品の香りの嗜好性を低めるという難点を持っている。
【０００５】
　上記問題の中で、殺菌剤を含有する洗浄剤組成物の低刺激化を実現するために、様々な
工夫がなされている。例えば、皮膚バリア破壊指数が５０以下のマイルドな界面活性剤を
用い、かつ水溶性カチオン性ポリマーを併用することで、殺菌剤の低刺激化を図り、泡立
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ちが良く、低刺激の洗浄剤組成物を得る技術が提案されている（例えば、特許文献１：国
際公開９２／１８１００号パンフレット参照）。しかしながら、健常肌の使用者にとって
はマイルドではあるが、敏感な肌やアトピー性皮膚炎においては、その低刺激性は十分で
はなく、殺菌剤に由来する原料臭は改善されていない。
【０００６】
　一般的に、低刺激の界面活性剤は泡立ちが少なく、乳化力が低く殺菌剤のミセルへの取
込みが十分でないために殺菌剤の原料臭が発生する。これに対し、低刺激性界面活性剤を
使用し、かつ水希釈時のｐＨを５．５以下になるように処方を設計することで低刺激性と
殺菌・抗菌作用を両立させる技術が提案されている（例えば、特許文献２：特表平１０－
５００９６２号公報参照）。しかしながら、この技術においても、低刺激性は満足しうる
ものではあるが、乳化力が低く殺菌剤のミセルへの取込みが十分でないために揮発性殺菌
剤を用いた場合、原料臭が発生し、製品のにおいは改善されていない。
【０００７】
　また、ポリオキシアルキレン型ノニオン性活性剤等の特定の低刺激性界面活性剤と殺菌
剤とを併用することにより、低刺激化を図る技術が提案されている（例えば、特許文献３
：特開２００５－２９５３２号公報参照）。しかしながら、この技術においても、低刺激
性は満足しうるものではあるが、洗浄剤組成物の重要な品質である泡立ちが悪く、また、
乳化力が低く殺菌剤のミセルへの取込みが十分でないために、揮発性殺菌剤を用いた場合
に原料臭が発生し、製品のにおいは改善されていない。
【０００８】
　次いで、低刺激性のアミノ酸系界面活性剤と植物抽出液とを併用して、処方の低刺激化
を図る技術が提案されている（例えば、特許文献４：特開平１０－２０３９５４号公報参
照）。しかしながら、この技術は低刺激性のもの同士を組み合わせているため、処方の低
刺激化は図れているが、洗浄剤組成物で実質的な殺菌効果を発現させるためには、多量の
植物抽出物が必要であり、経済性が悪いだけでなく、植物抽出液特有の臭気が発生する。
【０００９】
　さらに、特定の低刺激性界面活性剤とキレート剤とを併用することにより、低刺激性と
殺菌作用の両立を図る技術が提案されている（例えば、特許文献５：特開平７－１０９２
０４号公報参照）。しかしながら、この技術はキレート剤の使用により、殺菌作用の維持
はある程度達成できているが、使用している殺菌剤が一般的に刺激性の強いカチオン系で
あり、低刺激性は十分でないことに加え、殺菌剤由来の臭気も改善されていない。イソプ
ロピルメチルフェノールを配糖体化により構造を変え、性質そのものを変える技術が提案
されている（例えば、特許文献６：特開２００５－８２５０６号公報参照）。しかしなが
ら、配糖体化の目的はイソプロピルメチルフェノールの水溶性を上げることであり、イソ
プロピルメチルフェノールの分解により発生する臭気改善は達成されない。
　以上のことから、肌が敏感な人でも肌荒れしにくい低刺激性と泡立ちの良さを有し、殺
菌剤由来のにおいが改善された洗浄剤組成物が望まれていた。
【００１０】
【特許文献１】国際公開第９２／１８１００号パンフレット
【特許文献２】特表平１０－５００９６２号公報
【特許文献３】特開２００５－２９５３２号公報
【特許文献４】特開平１０－２０３９５４号公報
【特許文献５】特開平７－１０９２０４号公報
【特許文献６】特開２００５－８２５０６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は上記事情に鑑みなされたもので、肌が敏感な人でも肌荒れしにくい低刺激性と
泡立ちの良さを有し、蒸気圧が１．３×１０-2～１３．３Ｐａ（１０-4～１０-1ｍｍＨｇ
）と高い蒸気圧が原因である殺菌剤由来のにおいが改善された殺菌剤含有洗浄剤組成物を
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提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明者は、上記目的を達成するため鋭意検討した結果、２０℃における蒸気圧が１．
３×１０-2～１３．３Ｐａ（１０-4～１０-1ｍｍＨｇ）であって、揮発しやすく、その臭
いが発生しやすい殺菌剤を含有する洗浄剤組成物に、特定の低刺激性界面活性剤と両性界
面活性剤とを特定の量及び特定比率で、さらに、カチオン化セルロースを除くカチオン性
ポリマーとを配合することにより、乳化力が弱く、殺菌剤の原料臭を発生しやすい低刺激
性界面活性剤を使用しつつも、蒸気圧が１．３×１０-2～１３．３Ｐａ（１０-4～１０-1

ｍｍＨｇ）と高い蒸気圧が原因である殺菌剤由来のにおいを改善でき、かつ肌が敏感な人
でも肌荒れしにくい低刺激性と泡立ちの良さを両立できることを知見し、本発明をなすに
至ったものである。
【００１３】
　従って、本発明は下記発明を提供する。
［１］．（ａ）イソプロピルメチルフェノール又はチモール
（ｂ）下記（ｂ－１）～（ｂ－８）からなる群から選ばれる１種又は２種以上の界面活性
剤、
（ｂ－１）下記一般式（１）で表されるアミノ酸系アニオン界面活性剤
【化１】

（式中、Ｒ1は炭素数５～２３の直鎖もしくは分岐鎖のアルキル基もしくはアルケニル基
、又は炭素数５～２３の直鎖もしくは分岐鎖のアルキル基もしくはアルケニル基で置換さ
れたフェニル基を示し、Ｒ2は水素原子又は炭素数１～３のアルキル基を示し、Ｒ3及びＲ
4は同一でも異なっていてもよく、水素原子又は－（ＣＨ2）m－ＣＯＯＭ2を示し、ｍ及び
ｎは同一でも異なっていてもよく、０～２０の数を示し、Ｍ1及びＭ2は同一でも異なって
いてもよく、水素原子、アルカリ金属原子、アルカリ土類金属原子、アルカノールアミン
、アンモニウム又は塩基性アミノ酸を示す。）
（ｂ－２）下記一般式（２）で表されるアシルタウリン系アニオン界面活性剤
【化２】

（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、ｍ、ｎ、Ｍ1及びＭ2は上記と同じである。）
（ｂ－３）下記一般式（３）で表されるアミドエーテルカルボン酸又はその塩
【化３】

（式中、Ｒ1及びＭ1は上記と同じである。Ｒ5は水素原子、－（Ｒ6Ｏ）O－ＣＨ2ＣＯＯＭ
2（Ｍ2は上記と同じである。）、－（Ｒ6Ｏ）pＨ、又は炭素数１～３のアルキル基を示し
、Ｒ6は同一でも異なってもよく炭素数２～４のアルキレン基を示し、ｏ及びｐは同一で
も異なってもよく、１～２０の数を示す。）
（ｂ－４）下記一般式（４）又は（５）で表されるエーテルカルボン酸系アニオン界面活
性剤
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（式中、Ｒ1、Ｒ6、ｏ及びＭ1は上記と同じである。）
（ｂ－５）下記一般式（６）又は（７）で表されるスルホサクシネート系アニオン界面活
性剤
【化５】

（式中、Ｒ1、Ｒ6、ｏ、ｎ、Ｍ1及びＭ2は上記と同じである。）
（ｂ－６）下記一般式（８）、（９）、（１０）又は（１１）で表されるアルキルリン酸
系アニオン界面活性剤
【化６】

（式中、Ｒ1、Ｒ6、ｍ、ｎ、Ｍ1及びＭ2は上記と同じである。）
（ｂ－７）下記一般式（１２）で表されるアルキルアミノジ酢酸又はその塩
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【化７】

（式中、Ｒ1、Ｍ1及びＭ2は上記と同じである。）
（ｂ－８）下記一般式（１３）で表されるポリグリセリン脂肪酸エステル
【化８】

（式中、Ｒ1は上記と同じである。Ｒ7は水素原子、炭素数５～２３の直鎖もしくは分岐鎖
のアルキル基もしくはアルケニル基、又は炭素数５～２３の直鎖もしくは分岐鎖のアルキ
ル基もしくはアルケニル基で置換されたフェニル基を示し、ｐ’は２～２０の数を示す。
）
（ｃ）両性界面活性剤、
（ｄ）カチオン化セルロースを除くカチオン性ポリマー
を配合してなり、（ｂ）及び（ｃ）成分の合計配合量が４質量％以上、（ｂ）成分／（ｃ
）成分で表される質量比が２０／１～１／４、（ｄ）成分の配合量が０．０１～２質量％
である洗浄剤組成物。
［２］．（ａ）成分がイソプロピルメチルフェノールである［１］記載の洗浄剤組成物。
［３］．（ａ）成分の配合量が、洗浄剤組成物中０．０１～５質量％である［１］又は［
２］記載の洗浄剤組成物。
［４］．（ｂ）成分が、上記（ｂ－２）、（ｂ－３）、（ｂ－４）、（ｂ－５）、（ｂ－
７）及び（ｂ－８）からなる群から選ばれる１種又は２種以上の界面活性剤であり、（Ｃ
）成分が、ラウリルジメチルアミノ酢酸ベタイン、ラウリン酸アミドプロピルベタイン、
ヤシ油脂肪酸アミドプロピルベタイン、２－アルキル－Ｎ－カルボオキシメチル－Ｎ－ヒ
ドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン、ヤシ油アルキル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミ
ダゾリニウムベタイン、及びアルキル（Ｃ１２，Ｃ１４）オキシヒドロキシプロピルアル
ギニン塩酸から選ばれる１種又は２種以上の両性界面活性剤である［１］～［３］のいず
れかに記載の洗浄剤組成物。
［５］．（ｂ）及び（ｃ）成分の合計配合量が１０～９０質量％、（ｂ）成分／（ｃ）成
分で表される質量比が５／１～１／３である［１］～［４］のいずれかに記載の洗浄剤組
成物。
［６］．（ｂ）成分／（ｃ）成分で表される質量比が２／１～１／２である［５］記載の
洗浄剤組成物。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、肌が敏感な人でも肌荒れしにくい低刺激性と泡立ちの良さを有し、殺
菌剤由来のにおいが改善された殺菌剤含有洗浄剤組成物を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　本発明の（ａ）成分は２０℃における蒸気圧が１．３×１０-2～１３．３Ｐａ（１０-4

～１０-1ｍｍＨｇ）であり、皮膚刺激性が強いカチオン性の殺菌剤以外の非カチオン性の
揮発性殺菌剤であり、揮発しやすく、殺菌剤の原料臭が発生しやすい。このような殺菌剤
としては、イソプロピルメチルフェノール、チモール、パラクロロメタキシレノール、ベ
ンジルアルコール等が挙げられ、１種単独で又は２種以上を適宜組み合わせて用いること
ができる。中でも、殺菌性能の高さ、肌への刺激性の低さ等の点から、特にイソプロピル
メチルフェノールが好ましい。（ａ）成分を表１に例示するが、本発明はこれに限定され
るものではない。
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【００１６】
　（ａ）成分の配合量は、対象となる手指や頭皮等の皮膚の部位に存在する細菌種により
、一概には規定できないが、通常洗浄剤組成物中０．０１～５質量％であり、好ましくは
、０．０５～３質量％の濃度で使用される。この範囲で、より十分な殺菌効果が発揮され
る。
【００１７】
【表１】

【００１８】
　本発明の（ｂ）成分は、（ｂ）下記（ｂ－１）～（ｂ－８）からなる群から選ばれる１
種又は２種以上の界面活性剤である。また、（ｂ）成分である低刺激性界面活性剤の、低
刺激のひとつの目安は、日本化粧品工業連合制定の「化粧品の安全性評価に関する指針２
００１」の皮膚一次刺激性試験を実施するとき、一次刺激性インデックス（Ｐ．Ｉ．Ｉ）
が、ラウリン酸カリウムよりも低いものである。洗浄剤組成物中に（ｂ）成分以外のアニ
オン性界面活性剤を配合してもよいが、組成の低刺激性確保の点から、その配合量は（ｂ
）成分配合量の５分の１以下が好ましい。
【００１９】
　（ｂ－１）下記一般式（１）で表されるアミノ酸系アニオン界面活性剤
【化９】

（式中、Ｒ1は炭素数５～２３の直鎖もしくは分岐鎖のアルキル基もしくはアルケニル基
、又は炭素数５～２３の直鎖もしくは分岐鎖のアルキル基もしくはアルケニル基で置換さ
れたフェニル基を示し、Ｒ2は水素原子又は炭素数１～３のアルキル基を示し、Ｒ3及びＲ
4は同一でも異なっていてもよく、水素原子又は－（ＣＨ2）m－ＣＯＯＭ2を示し、ｍ及び
ｎは同一でも異なっていてもよく、０～２０の数を示し、Ｍ1及びＭ2は同一でも異なって
いてもよく、水素原子、アルカリ金属原子、アルカリ土類金属原子、アルカノールアミン
、アンモニウム又は塩基性アミノ酸を示す。）
【００２０】
　一般式（１）で表わされるアミノ酸系アニオン界面活性剤としては、Ｎ－ミリストイル
－Ｌ－グルタミン酸ナトリウム、Ｎ－ミリストイル－Ｌ－グルタミン酸カリウム、Ｎ－ヤ
シ油脂肪酸アシル－Ｌ－グルタミン酸カリウム、Ｎ－パーム脂肪酸アシル－Ｌ－グルタミ
ン酸ナトリウム、Ｎ－ステアロイル－Ｌ－グルタミン酸ナトリウム等のＮ－アシルグルタ
ミン酸及びその塩、ヤシ油脂肪酸サルコシントリエタノールアミン等のアシルサルコシン
及びその塩、Ｎ－ラウロイル－Ｎ－メチル－β－アラニンカリウム、Ｎ－ラウロイル－Ｎ
－メチル－β－アラニントリエタノールアミン、Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル－ＤＬ－アラニ
ントリエタノールアミン等のＮ－アシル－Ｎ－メチル－β－アラニン及びその塩、Ｎ－コ
コイル－β－アラニントリエタノールアミン等のＮ－アシル－β－アラニン及びその塩、
Ｎ－ココイル－グリシンカリウム（Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシルグリシンカリウム）等のＮ－
アシル－グリシン及びその塩、Ｎ－ミリストイル－Ｎ－カルボキシエチル－グリシンナト
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【００２１】
　（ｂ－２）下記一般式（２）で表されるアシルタウリン系アニオン界面活性剤
【化１０】

（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、ｍ、ｎ、Ｍ1及びＭ2は上記と同じである。）
【００２２】
　一般式（２）で表わされるアシルタウリン系アニオン界面活性剤としては、Ｎ－ココイ
ル－Ｎ－メチルタウリンナトリウム（ヤシ油脂肪酸メチルタウリンナトリム）、カプロイ
ルメチルタウリンナトリム等のＮ－アシル－Ｎ－メチルタウリン及びその塩、Ｎ－ラウロ
イル－Ｎ－カルボキシエチルタウリンカリウム等のＮ－アシル－Ｎ－カルボキシエチルタ
ウリン及びその塩等が挙げられる。
【００２３】
　（ｂ－３）下記一般式（３）で表されるアミドエーテルカルボン酸又はその塩
【化１１】

（式中、Ｒ1及びＭ1は上記と同じである。Ｒ5は水素原子、－（Ｒ6Ｏ）O－ＣＨ2ＣＯＯＭ
2（Ｍ2は上記と同じである。）、－（Ｒ6Ｏ）pＨ、又は炭素数１～３のアルキル基を示し
、Ｒ6は同一でも異なってもよく炭素数２～４のアルキレン基を示し、ｏ及びｐは同一で
も異なってもよく、１～２０の数を示す。）
【００２４】
　一般式（３）で表わされるアミドエーテルカルボン酸又はその塩としては、ラウリルモ
ノエタノールアミドエーテルカルボン酸ナトリウム、ミリスチルモノエタノールアミドエ
ーテルカルボン酸カリウム等が挙げられる。
【００２５】
　（ｂ－４）下記一般式（４）又は（５）で表されるエーテルカルボン酸系アニオン界面
活性剤
【化１２】

（式中、Ｒ1、Ｒ6、ｏ及びＭ1は上記と同じである。）
【００２６】
　一般式（４）又は（５）で表わされるエーテルカルボン酸系アニオン界面活性剤として
は、ポリオキシエチレン（３Ｅ．Ｏ．）ラウリルエーテル酢酸ナトリウム、ポリオキシエ
チレン（４Ｅ．Ｏ．）ラウリルエーテル酢酸カリウム、ラウリルグリコール酢酸ナトリウ
ム等が挙げられる。
【００２７】
　（ｂ－５）下記一般式（６）又は（７）で表されるスルホサクシネート系アニオン界面
活性剤
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【化１３】

（式中、Ｒ1、Ｒ6、ｏ、ｎ、Ｍ1及びＭ2は上記と同じである。）
【００２８】
　一般式（６）又は（７）で表わされるスルホサクシネート系アニオン界面活性剤として
は、スルホコハク酸ラウリル二ナトリウム、ポリオキシエチレン（１Ｅ．Ｏ．）スルホコ
ハク酸ラウリル二ナトリウム、ポリオキシエチレンアルキル（１２～１４）スルホコハク
酸二ナトリウム、スルホコハク酸ポリオキシエチレンラウロイルエタノールアミド二ナト
リウム（５Ｅ．Ｏ．）が挙げられる。
【００２９】
　（ｂ－６）下記一般式（８）、（９）、（１０）又は（１１）で表されるアルキルリン
酸系アニオン界面活性剤

【化１４】

（式中、Ｒ1、Ｒ6、ｍ、ｎ、Ｍ1及びＭ2は上記と同じである。）
【００３０】
　一般式（８）～（１１）で表わされるアルキルリン酸系アニオン界面活性剤としては、
モノラウリルリン酸ナトリウム、ラウリルリン酸カリウム、モノラウリルリン酸ジナトリ
ウム、ジラウリルリン酸ナトリウム、ポリオキシエチレン（４Ｅ．Ｏ．）ラウリルエーテ
ルリン酸ナトリウム、ポリオキシエチレンラウリルエーテルリン酸カリウム、ポリオキシ
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エチレン（５Ｅ．Ｏ．）ヤシ油脂肪酸モノエタノールアミドリン酸エステルカリウム、ポ
リオキシエチレン（５Ｅ．Ｏ．）ジヤシ油脂肪酸モノエタノールアミドリン酸エステルカ
リウム等及びこれらの混合物等が挙げられる。
【００３１】
　（ｂ－７）下記一般式（１２）で表されるアルキルアミノジ酢酸又はその塩
【化１５】

（式中、Ｒ1、Ｍ1及びＭ2は上記と同じである。）
【００３２】
　一般式（１２）で表わされるアルキルアミノジ酢酸又はその塩としては、ラウリルアミ
ノジ酢酸ナトリウム、ヤシ油アルキルアミノジ酢酸ナトリウム等が挙げられる。
【００３３】
　（ｂ－８）下記一般式（１３）で表されるポリグリセリン脂肪酸エステル

【化１６】

（式中、Ｒ1は上記と同じである。Ｒ7は水素原子、炭素数５～２３の直鎖もしくは分岐鎖
のアルキル基もしくはアルケニル基、又は炭素数５～２３の直鎖もしくは分岐鎖のアルキ
ル基もしくはアルケニル基で置換されたフェニル基を示し、ｐ’は２～２０の数を示す。
）
【００３４】
　一般式（１３）で表わされるポリグリセリン脂肪酸エステルとしては、モノラウリン酸
ポリグリセリル（１０）、ジラウリン酸ポリグリセリル（１０）、モノミリスチン酸ポリ
グリセリル（５）等及びこれらの混合物等が挙げられる。
【００３５】
　本発明の（ｃ）成分は両性界面活性剤であり、通常の洗浄剤組成物に用いられるもので
あれば特に制限されず、１種単独で又は２種以上を適宜組み合わせて用いることができる
。両性界面活性剤としては、カルボキシベタイン系、スルホベタイン系、イミダゾリウム
ベタイン系、アミノ酸系等が挙げられる。カルボキシベタイン系両性界面活性剤としては
、ラウリルジメチルアミノ酢酸ベタイン、ラウリン酸アミドプロピルベタイン、ヤシ油脂
肪酸アミドプロピルベタイン等が挙げられ、スルホベタイン系両性界面活性剤としては、
ヤシ油脂肪酸ジメチルスルホプロピルベタイン、ラウリルジメチルアミノヒドロキシスル
ホベタイン、ラウリン酸アミドプロピルヒドロキシスルホベタイン、ラウリルヒドロキシ
スルホベタイン等が挙げられ、イミダゾリウムベタイン系両性界面活性剤としては、２－
アルキル－Ｎ－カルボオキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン、
ヤシ油アルキル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン等が挙げられ、アミノ
酸系両性界面活性剤としては、アルキル（Ｃ１２，Ｃ１４）オキシヒドロキシプロピルア
ルギニン塩酸等が挙げられる。特に、脱塩処理したものが好ましく用いられる。なお、ア
ルキルジメチルアミンオキサイドは、本発明において、ノニオン界面活性剤と定義し両性
界面活性剤ではないものとする。
【００３６】
　（ｂ）及び（ｃ）成分の洗浄剤組成物中の合計配合量は４質量％以上であり、１０～９
０質量％が好ましく、より好ましくは２０～９０質量％である。（ｂ）及び（ｃ）成分の
合計配合量が４質量％未満の場合、洗浄剤組成物として泡立ち量が満足いくものでない。
また、（ｂ）成分／（ｃ）成分で表される質量比が２０／１～１／４である。（ｂ）成分
／（ｃ）成分で表される質量比が２０／１未満でも１／４を超えても、（ｂ）成分と（ｃ
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）成分とによる混合ミセルの形成が不十分となり、その為に（ａ）揮発性殺菌剤の混合ミ
セルへの取込みが不十分となる結果、（ａ）揮発性殺菌剤の原料臭が発生しやすくなる。
（ｂ）成分／（ｃ）成分で表される質量比は、混合ミセル形成性が向上し、揮発性殺菌剤
の原料臭の改善効果が高い点から、より好ましくはｂ／ｃ＝５／１～１／３であり、さら
に好ましくは２／１～１／２である。
【００３７】
　本発明の（ｄ）成分はカチオン化セルロースを除くカチオン性ポリマーであり、１種単
独で又は２種以上を適宜組み合わせて用いることができる。カチオン化セルロースを除く
カチオン性ポリマーとしては、通常の洗浄剤に用いられるものであれば特に制限されず、
例えばカチオン性澱粉、カチオン化グアガム誘導体、塩化ジメチルジアリルアンモニウム
ホモポリマー等のジアリル４級アンモニウム塩重合物、塩化ジメチルジアリルアンモニウ
ム・アクリルアミド共重合体等のジアリル４級アンモニウム塩・アクリルアミド共重合体
、Ｎ－ビニルピロリドン・Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルメタクリル酸共重合体、イミダ
ゾリニウムクロリド・ビニルピロリドン共重合体等の４級化ポリビニルピロリドン誘導体
、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルメタクリル酸ジエチル硫酸塩・Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリ
ルアミド・ジメタクリル酸ポリエチレングリコール等のポリグリコールポリアミン縮合物
、アジピン酸・ジメチルヒドロキシプロピルエチレントリアミン共重合物、カチオン化デ
キストラン、ジメチルアクリルアミド・ジメチルアミノエチルメタクリル酸共重合体、ポ
リエチレンイミンコポリマー、ポリ塩化ジメチルメチレンピペリジニウム等が挙げられる
。なお、カチオン化セルロースは、それ自体の窒素化合物由来の臭気が強いため、本発明
には配合しない。
【００３８】
　（ｄ）成分の配合量は洗浄剤組成物中０．０１～２質量％であることが必要であり、よ
り好ましくは０．１～１質量％である。０．０１質量％未満では、（ｂ）成分、（ｃ）成
分及び（ｄ）成分からなるコアセルベート（複合体）の形成ができず、揮発性殺菌剤の原
料臭の改善効果が低く、２質量％を超えて配合しても、改善効果のそれ以上の向上は認め
られず、すすぎ時のぬるつきを生じるおそれがある。従来の技術で、乳化力が強く、比較
的皮膚刺激の高いアニオン性界面活性剤と、（ｃ）成分との組合せは、泡性能向上などの
目的で使用されることはあるが、マイルドな界面活性剤である（ｂ）成分と（ｃ）成分及
び（ｄ）成分を特定の量比で組合せることで、（ａ）成分である揮発性殺菌剤の原料臭を
格段に改善することは、本発明者の新知見である。
【００３９】
　本発明の洗浄剤組成物は中性以下（ｐＨ７～４）とすることが好ましい。アルカリ性で
ある場合、（ｄ）成分のカチオン性ポリマーが反応し、臭気を悪化させる窒素化合物が発
生する場合がある。なお、ｐＨの測定法は日本薬局方、化粧品原料基準に定められている
汎用方法である。
【００４０】
　本発明の洗浄剤組成物には、上記成分の他に、通常皮膚洗浄料に用いられる任意成分を
本発明の効果を妨げない範囲で適宜配合することができる。任意成分としては、例えば、
エチレングリコールやポリエチレングリコール等のグリコール類、プロピレングリコール
やグリセリンやソルビトール等のポリオール類、シリコーン類や高級アルコール等の油分
、殺菌剤、抗フケ剤、ビタミン、冷感剤、蛋白誘導体、水溶性高分子化合物、水膨潤性粘
土鉱物、無機塩類、防腐剤、ｐＨ調製剤、金属封鎖剤、紫外線吸収剤、動植物抽出物又は
その誘導体、色素、香料、香料用溶剤、香料安定化剤等が挙げられる。なお、これら任意
成分の添加量は、本発明の効果を妨げない範囲で通常量配合することができる。
【００４１】
　香料は、香料、香料用溶剤及び香料安定化剤からなる香料組成物として配合することが
できる。香料として使用される香料原料のリストは、様々な文献、例えば「Ｐｅｒｆｕｍ
ｅ　ａｎｄ　Ｆｌａｖｏｒ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ」，Ｖｏｌ．Ｉ　ａｎｄ　ＩＩ，Ｓｔｅ
ｆｆｅｎ　Ａｒｃｔａｎｄｅｒ，Ａｌｌｕｒｅｄ　Ｐｕｂ．Ｃｏ．（１９９４）及び「合
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成香料　化学と商品知識」、印藤元一著、化学工業日報社（１９９６）及び「Ｐｅｒｆｕ
ｍｅ　ａｎｄ　Ｆｌａｖｏｒ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ　ｏｆ　Ｎａｔｕｒａｌ　Ｏｒｉｇｉ
ｎ」，Ｓｔｅｆｆｅｎ　Ａｒｃｔａｎｄｅｒ，Ａｌｌｕｒｅｄ　Ｐｕｂ．Ｃｏ．（１９９
４）及び「香りの百科」、日本香料協会編、朝倉書店（１９８９）及び「Ｐｅｒｆｕｍｅ
ｒｙ　Ｍａｔｅｒｉａｌ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｖ．３．３」，Ｂｏｅｌｅｎｓ　Ａ
ｒｏｍａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｓｅｒｖｉｃｅ（１９９６）及
び「Ｆｌｏｗｅｒ　Ｏｉｌｓ　ａｎｄ　Ｆｌｏｒａｌ　Ｃｏｍｐｏｕｎｄｓ　Ｉｎ　Ｐｅ
ｒｆｕｍｅｒｙ」，Ｄａｎｕｔｅ　Ｐａｊａｕｊｉｓ　Ａｎｏｎｉｓ，Ａｌｌｕｒｅｄ　
Ｐｕｂ．Ｃｏ．（１９９３）等で見られ、それぞれを引用することにより本明細書の開示
の一部とされる。
【００４２】
　香料用溶剤としては、エタノール、ベンジルベンゾエート、アセチン（トリアセチン）
、ＭＭＢアセテート（３－メトキシ－３－メチルブチルアセテート）、エチレングリコー
ルジブチレート、ヘキシレングリコール、ジブチルセバケート、デルチールエキストラ（
イソプロピルミリステート）、メチルカルビトール（ジエチレングリコールモノメチルエ
ーテル）、カルビトール（ジエチレングリコールモノエチルエーテル）、ＴＥＧ（トリエ
チレングリコール）、安息香酸ベンジル、プロピレングリコール、フタル酸ジエチル、ト
リプロピレングリコール、アボリン（ジメチルフタレート）、デルチルプライム（イソプ
ロピルパルミテート）、ジプロピレングリコールＤＰＧ－ＦＣ（ジプロピレングリコール
）、ファルネセン、ジオクチルアジペート、トリブチリン（グリセリルトリブタノエート
）、ヒドロライト－５（１，２－ペンタンジオール）、プロピレングリコールジアセテー
ト、セチルアセテート（ヘキサデシルアセテート）、エチルアビエテート、アバリン（メ
チルアビエテート）、シトロフレックスＡ－２（アセチルトリエチルシトレート）、シト
ロフレックスＡ－４（トリブチルアセチルシトレート）、シトロフレックスＮｏ．２（ト
リエチルシトレート）、シトロフレックスＮｏ．４（トリブチルシトレート）、ドゥラフ
ィックス（メチルジヒドロアビエテート）、ＭＩＴＤ（イソトリデシルミリステート）、
ポリリモネン（リモネンポリマー）、１，３－ブチレングリコール等が挙げられる。これ
ら香料用溶剤は、香料組成物中に０．１～９９質量％配合されるが、好ましくは、０．１
～１０質量％配合される。
【００４３】
　香料安定化剤としては、ジブチルヒドロキシトルエン、ブチルヒドロキシアニソール、
ビタミンＥとその誘導体、カテキン化合物、フラボノイド化合物、ポリフェノール化合物
等が挙げられる。これらの中で、好ましい安定化剤としては、ジブチルヒドロキシトルエ
ンである。香料安定化剤は香料組成中に０．０００１～１０質量％配合されるが、好まし
くは、０．００１～５質量％配合される。
【００４４】
　本発明の洗浄剤組成物は、例えば、上記（ａ）～（ｄ）成分と、上記任意成分と、残部
の水とを配合し、洗浄剤組成物の常法に準じて調製することができる。本発明の洗浄剤組
成物を調製する装置に特に規定はないが、剪断力と全体混合できる複数の撹拌羽根、例え
ば、プロペラ、タービン、ディスパー等を備えた撹拌装置が望ましい。その剤型は、液体
状、ペースト状、固形状、粉末状等、任意の剤型とすることができる。
【００４５】
　本発明の洗浄剤組成物は、顔、頭皮、身体、手等の皮膚洗浄剤組成物として好適であり
、皮膚（頭皮を含む）に対して低刺激であることから、敏感肌用の洗浄剤組成物としても
好適である。
【実施例】
【００４６】
　以下、実施例及び比較例を示し、本発明を具体的に説明するが、本発明は下記の実施例
に制限されるものではない。なお、以下の例において「％」は、いずれも「質量％」を表
わし、例記載の成分量は特記しない限り、全て成分の純分換算量である。
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【００４７】
　　［実施例１～１８、比較例１～７］
　表２～５に示す組成の洗浄剤組成物を調製し、下記方法で評価を行った。結果を表中に
併記する。なお、以下の例にて、使用される香料組成物の香料原料は、特開２００２－１
２８６５８号公報の［００２７］～［００４５］記載のリストを引用することにより本明
細書の開示の一部とされる。
【００４８】
〈製造方法〉
　精製水に他の成分を順次溶解することにより洗浄剤組成物を得た。
〈評価方法〉
　下記評価の判定基準により５段階評価を行い、評価者の平均値を算出し、小数第１位を
四捨五入した整数を評点とした。
（組成物のにおいのなさ）
　被験試料から、（ａ）成分の揮発性殺菌剤のみを削除したものを対照試料とし、臭気を
比較することでにおいの改善度を評価した。臭気に関する訓練を受けた１０人の専門評価
者による官能評価により、下記の判定基準で評価した。
　５点：全く（ａ）成分の臭気がない。
　４点：対照資料と比較した場合、わずかに（ａ）成分の臭気がある。
　３点：対照資料と比較した場合、やや（ａ）成分の臭気がある。
　２点：対照資料と比較した場合、（ａ）成分の臭気がある。
　１点：対照資料と比較せずとも、（ａ）成分の臭気がある。
（泡立ち量・すすぎ時のぬるつきのなさ）
　洗浄剤組成物を精製水で１０倍（質量）に希釈し、その５ｍＬを手に取り、泡立てて、
泡立ち量、洗浄時のすすぎ時のぬるつきのなさを２０人のパネラーによるブラインド官能
評価によって、下記の判定基準で評価した。
泡立ち量
　５点：泡量が両方の手のひらを覆い、さらに手からこぼれるくらい。
　４点：泡量が余裕をもって両方の手のひらを覆うくらい。
　３点：泡量が丁度、両方の手のひらを覆うくらい。
　２点：泡量が両方の手のひらを覆うには足りず、泡を手のひら全体に広げると肌が見え
るくらい。
　１点：ほとんど泡が立たない。
すすぎ時のぬるつきのなさ
　５点：全くぬるつきが無い。
　４点：すすぐそばからぬるつきが消える。
　３点：泡が流れた後もぬるつきが残るが、その後すぐに消える。
　２点：泡が流れた後もぬるつきが残り、すすぎ切るまで時間がかかる。
　１点：すすいでもぬるつきが消えない。
（皮膚への刺激のなさ）
　各洗浄剤組成物について、ブラインド評価により、２０人のバランティアパネラーに１
週間連続で一日一回以上身体を洗浄させ、その際の皮膚刺激性の評価を下記の判定基準で
評価した。４点以上が非常に良好であり、３点が普通、２点以下の場合を不良と判断した
。
　５点：洗浄中にヒリヒリ、あるいはチクチクせず、洗浄後のタオルドライ後において、
肌がしっとりしている。
　４点：洗浄中にヒリヒリ、あるいはチクチクせず、洗浄後のタオルドライ後において、
肌がややしっとりしている。
　３点：洗浄中にヒリヒリ、あるいはチクチクせず、洗浄後のタオルドライ後の肌の状態
は普通。
　２点：洗浄中、洗浄後にややヒリヒリ、あるいはチクチクする。
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　１点：洗浄中、洗浄後に明らかにヒリヒリ、あるいはチクチクする。
【００４９】
【表２】

*1:塩化ジメチルジアリルアンモニウム骨格：アクリルアミド骨格＝５０：５０
【００５０】
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【表３】

【００５１】
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【表４】

【００５２】
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【表５】

【００５３】
　実施例１～１８は、洗浄剤組成物の揮発性殺菌剤（ａ）成分由来のにおいが改善されて
おり、かつ洗浄時の泡立ち量と、すすぎ時の肌感触（ぬるつきのなさ）に優れていた。実
施例７に示した通り、（ｂ）＋（ｃ）＝４質量％であっても、泡立ち量は若干低いものの
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、組成物のにおいのなさは良好である。また、実施例７と１５で示した通り、揮発性殺菌
剤（ａ）成分の配合量が０．２質量％でも、０．０５質量％でも量の多少にかかわらず、
優れたにおい改善効果がある。一方、比較例１～３に示した通り、（ｂ）成分のみ、（ｃ
）成分のみ、あるいは（ｄ）成分が配合されない場合は、組成物のにおいが悪かった。ま
た、３成分全てが配合されていても、配合量、比率が、請求項の範囲外であるものも、洗
浄剤組成物のにおいが悪いことが示された。
【００５４】
　下記実施例に示す組成の洗浄剤組成物を実施例１と同様の方法で調製した。得られた洗
浄剤組成物について、実施例と同様に評価を行った結果、「組成物のにおいのなさ」、「
泡立ち量」、「すすぎ時の肌感触（ぬるつきのなさ）」及び「皮膚への刺激のなさ」に優
れていた。なお、実施例の組成物は、特に記載のない限り、以下に示す包装容器に収容し
効果を確認した。
容器１：ボトル（材質：最内層ＨＤＰＥ、最外層ＰＰ）、ポンプディスペンサー（材質：
ＰＰ、ＰＥ）
容器２：ボトル（材質：ＰＥＴ）、ポンプディスペンサー（材質：ＰＰ、ＰＥ）
容器３：ボトル（材質：ＰＰ）、ポンプディスペンサー（材質：ＰＰ、ＰＥ）
容器４：ボトル（材質：ＨＤＰＥ）、ポンプディスペンサー（材質：ＰＰ、ＰＥ）
容器５：ボトル（材質：軟質ガラス）、キャップ（材質：ＰＰ）
容器６：袋状容器（材質：最内層ＬＤＰＥ、中間層アルミニウム層、最外層ＰＥＴ）
容器７：袋状容器（材質：最内層ＬＤＰＥ、中間層アルミニウム蒸着層、最外層ナイロン
）
容器８：袋状容器（材質：ガラス蒸着）
（略号：ＰＰ；ポリプロピレン、ＰＥ；ポリエチレン、ＰＥＴ；ポリエチレンテレフタレ
ート、ＨＤＰＥ；高密度ポリエチレン、ＬＤＰＥ；低密度ポリエチレン）
【００５５】
　　［実施例１９］液体皮膚洗浄剤
組成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
イソプロピルメチルフェノール　＊１　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル－Ｌ－グルタミン酸カリウム　＊２　　　　　　８
Ｎ－ミリストイル－Ｌ－グルタミン酸カリウム　＊３　　　　　　　　　４
ラウリン酸アミドプロピルベタイン　＊４　　　　　　　　　　　　　　４
Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルメタクリル酸ジエチル硫酸塩・Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリル
アミド・ジメタクリル酸ポリエチレングリコール　＊５　　　　　　　　０．５
ミリスチン酸カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
リンゴ酸モノラウラミドカリウム塩　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
スチレン重合体エマルジョン　＊６　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
アクリル酸アルキル共重合体エマルション　＊７　　　　　　　　　　　０．５
ヒドロキシプロピルメチルセルロース　＊８　　　　　　　　　　　　　０．２
スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
エデト酸四ナトリウム四水塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
メリッサエキス　＊９　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
ダービリアエキス　＊１０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
シラカバエキス　＊１１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
グリチルリチン酸ジカリウム　＊１２　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
ＰＯＥ（１１）ステアリルエーテル　＊１３　　　　　　　　　　　　　２
ベントナイト　＊１４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
香料Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
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青色４０３号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
黄色４号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部　
　合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００５６】
　　［実施例２０］液体ハンドソープ
組成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
イソプロピルメチルフェノール　＊１　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
Ｎ－ラウロイル－Ｎ－メチル－β－アラニントリエタノールアミン　　　５
Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル－ＤＬ－アラニントリエタノールアミン酸
＊１５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
ラウリン酸アミドプロピルベタイン　＊４　　　　　　　　　　　　　　４
ポリ塩化ジメチルメチレンピペリジニウム　＊１６　　　　　　　　　　２
ヒドロキシエタンジホスホン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
エデト酸四ナトリウム四水塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
トリクロサン　＊１７　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
香料Ｂ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部　
　合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００５７】
　　［実施例２１］デオドラント及び殺菌用液体洗浄剤組成物
組成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
イソプロピルメチルフェノール　＊１　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシルグリシンカリウム　＊１８　　　　　　　　　１５
ラウリン酸アミドプロピルヒドロキシスルホベタイン　＊１９　　　　１０
塩化ジメチルジアリルアンモニウム・アクリルアミド共重合体　＊２０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
ヤシ油脂肪酸ジエタノールアミド　＊２１　　　　　　　　　　　　　　１
ポリオキシエチレン（２）ヤシ油脂肪酸モノエタノールアミド　＊２２　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
ヘキシレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
プロピルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
安息香酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
油溶性甘草エキス　＊２３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
ピロクトン　オラミン　＊２４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
ｌ－メントール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
α－オレフィンオリゴマー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
シリコーンエマルジョン　＊２５　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
エチレングリコールジステアレート　　　　　　　　　　　　　　　　　１
スチレン重合体エマルジョン　＊６　　　　　　　　　　　　　　　　　１
香料Ｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
青色４０３号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部　
　合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００５８】
　　［実施例２２］液体皮膚洗浄剤
組成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
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イソプロピルメチルフェノール　＊１　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
カプロイルメチルタウリンナトリム　　　　　　　　　　　　　　　　　５
ヤシ油脂肪酸メチルタウリンナトリム　　　　　　　　　　　　　　　１５
２－アルキル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン
　＊２６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７
塩化ジメチルジアリルアンモニウム・アクリルアミド共重合体　＊２７
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
セスキオレイン酸ソルビタン　＊２８　　　　　　　　　　　　　　　　２
シリコーンエマルジョン　＊２９　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
エチレングリコールジステアレート　　　　　　　　　　　　　　　　　２
ローズマリーエキス　＊３０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
エデト酸四ナトリウム四水塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
ヒドロキシエタンジホスホン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
香料Ｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部　
　合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００５９】
　　［実施例２３］液体皮膚洗浄剤
組成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
イソプロピルメチルフェノール　＊１　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
式（８）において、Ｒ1＝炭素数１１のアルキル基、Ｍ1＝カリウム、Ｍ2＝水素の化合物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０
２－アルキル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン
　＊２６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７
Ｎ－ビニルピロリドン・Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルメタクリル酸共重合体　＊３１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
セスキオレイン酸ソルビタン　＊２８　　　　　　　　　　　　　　　　２
シリコーンエマルジョン　＊２９　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
エチレングリコールジステアレート　　　　　　　　　　　　　　　　　２
ローズマリーエキス　＊３０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
エデト酸四ナトリウム四水塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
ヒドロキシエタンジホスホン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
香料Ｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部　
　合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００６０】
　　［実施例２４］液体皮膚洗浄剤
組成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
イソプロピルメチルフェノール　＊１　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
式（３）において、Ｒ1＝炭素数１１のアルキル基、Ｒ6＝炭素数２のアルキレン基、ｏ＝
４、Ｍ1＝カリウムの化合物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １０
ポリオキシエチレンラウリルエーテル酢酸ナロチウム　＊３２　　　　１０
２－アルキル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン
　＊２６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７
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イミダゾリニウムクロリド・ビニルピロリドン共重合体　＊３３　　　　１
プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
セスキオレイン酸ソルビタン　＊２８　　　　　　　　　　　　　　　　２
シリコーンエマルジョン　＊２９　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
エチレングリコールジステアレート　　　　　　　　　　　　　　　　　２
ローズマリーエキス　＊３０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
エデト酸四ナトリウム四水塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
ヒドロキシエタンジホスホン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
香料Ｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部　
　合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００６１】
　　［実施例２５］液体皮膚洗浄剤
組成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
イソプロピルメチルフェノール　＊１　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
ポリオキシエチレンスルホコハク酸ラウリル二ナトリウム　＊３４　　２０
２－アルキル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン
　＊２６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７
ポリエチレンイミンコポリマー　＊３５　　　　　　　　　　　　　　　１
プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
セスキオレイン酸ソルビタン　＊２８　　　　　　　　　　　　　　　　２
シリコーンエマルジョン　＊２９　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
エチレングリコールジステアレート　　　　　　　　　　　　　　　　　２
ローズマリーエキス　＊３０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
エデト酸四ナトリウム四水塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
ヒドロキシエタンジホスホン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
香料Ｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部　
　合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００６２】
　　［実施例２６］液体皮膚洗浄剤
組成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
イソプロピルメチルフェノール　＊１　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
ラウリルリン酸カリウム　＊３６　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
２－アルキル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン
　＊３７　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７
Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルメタクリル酸ジエチル硫酸塩・Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリル
アミド・ジメタクリル酸ポリエチレングリコール＊５　　　　　　　　　０．５
プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
セスキオレイン酸ソルビタン　＊２８　　　　　　　　　　　　　　　　２
シリコーンエマルジョン　＊２９　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
エチレングリコールジステアレート　　　　　　　　　　　　　　　　　２
ローズマリーエキス　＊３０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
エデト酸四ナトリウム四水塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
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ヒドロキシエタンジホスホン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
香料Ｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐＨ５．５に調整
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部　
　合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００６３】
　　［実施例２７］液体皮膚洗浄剤
組成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
イソプロピルメチルフェノール　＊１　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
ポリオキシエチレンラウリルエーテルリン酸カリウム　＊３８　　　　１５
ラウリルジメチルアミノ酢酸ベタイン　＊３９　　　　　　　　　　　　７
ポリ塩化ジメチルメチレンピペリジニウム　＊１６　　　　　　　　　　１
プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
セスキオレイン酸ソルビタン　＊２８　　　　　　　　　　　　　　　　２
シリコーンエマルジョン　＊２９　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
エチレングリコールジステアレート　　　　　　　　　　　　　　　　　２
ローズマリーエキス　＊３０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
エデト酸四ナトリウム四水塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
ヒドロキシエタンジホスホン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
香料Ｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐＨ５．５に調整
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部　
　合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００６４】
　　［実施例２８］液体皮膚洗浄剤
組成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
イソプロピルメチルフェノール　＊１　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
ラウリルリン酸カリウム　＊４０　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
ラウリン酸アミドプロピルベタイン　＊４１　　　　　　　　　　　　　７
塩化ジメチルジアリルアンモニウム・アクリルアミド共重合体　＊２７
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
セスキオレイン酸ソルビタン　＊２８　　　　　　　　　　　　　　　　２
シリコーンエマルジョン　＊２９　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
エチレングリコールジステアレート　　　　　　　　　　　　　　　　　２
ローズマリーエキス　＊３０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
エデト酸四ナトリウム四水塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
ヒドロキシエタンジホスホン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
香料Ｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐＨ５．５に調整
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部　
　合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００６５】
　　［実施例２９］液体皮膚洗浄剤
組成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
イソプロピルメチルフェノール　＊１　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
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式（１０）において、Ｒ1＝炭素数１１のアルキル基、Ｒ6＝炭素数２のアルキレン基、ｎ
＝４、Ｍ1＝カリウム、Ｍ2＝水素である化合物　　　　　　　　　　　１５
ラウリルヒドロキシスルホベタイン　＊４２　　　　　　　　　　　　　７
塩化ジメチルジアリルアンモニウム・アクリルアミド共重合体　＊２０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
セスキオレイン酸ソルビタン　＊２８　　　　　　　　　　　　　　　　２
シリコーンエマルジョン　＊２９　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
エチレングリコールジステアレート　　　　　　　　　　　　　　　　　２
ローズマリーエキス　＊３０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
エデト酸四ナトリウム四水塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
ヒドロキシエタンジホスホン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
香料Ｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐＨ５．５に調整
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部　
　合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００６６】
　　［実施例３０］液体皮膚洗浄剤
組成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
イソプロピルメチルフェノール　＊１　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
ラウリルアミノジ酢酸ナトリウム　＊４３　　　　　　　　　　　　　２０
ラウリン酸アミドプロピルベタイン　＊４　　　　　　　　　　　　　　７
塩化ジメチルジアリルアンモニウム・アクリルアミド共重合体　＊２０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
セスキオレイン酸ソルビタン　＊２８　　　　　　　　　　　　　　　　２
シリコーンエマルジョン　＊２９　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
エチレングリコールジステアレート　　　　　　　　　　　　　　　　　２
ローズマリーエキス　＊３０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
エデト酸四ナトリウム四水塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
ヒドロキシエタンジホスホン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
香料Ｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部　
　合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００６７】
　　［実施例３１］液体皮膚洗浄剤
組成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
イソプロピルメチルフェノール　＊１　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル－Ｌ－グルタミン酸カリウム　＊２　　　　　１５
Ｎ－ミリストイル－Ｌ－グルタミン酸カリウム　＊３　　　　　　　　　５
Ｎ－［３－アルキル（１２，１４）オキシ－２－ヒドロキシプロピル］－Ｌ－アルギニン
　＊４４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７
塩化ジメチルジアリルアンモニウム・アクリルアミド共重合体　＊２０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３



(26) JP 5206924 B2 2013.6.12

10

20

30

40

50

グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
セスキオレイン酸ソルビタン　＊２８　　　　　　　　　　　　　　　　２
シリコーンエマルジョン　＊２９　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
エチレングリコールジステアレート　　　　　　　　　　　　　　　　　２
ローズマリーエキス　＊３０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
エデト酸四ナトリウム四水塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
ヒドロキシエタンジホスホン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
香料Ｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部　
　合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００６８】
　　［実施例３２］液体皮膚洗浄剤
組成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
イソプロピルメチルフェノール　＊１　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル－Ｌ－グルタミン酸カリウム　＊２　　　　　１０
モノラウリン酸ポリグリセリル　＊４５　　　　　　　　　　　　　　１０
ラウリン酸アミドプロピルベタイン　＊４　　　　　　　　　　　　　　７
塩化ジメチルジアリルアンモニウム・アクリルアミド共重合体　＊２０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
セスキオレイン酸ソルビタン　＊２８　　　　　　　　　　　　　　　　２
シリコーンエマルジョン　＊２９　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
エチレングリコールジステアレート　　　　　　　　　　　　　　　　　２
ローズマリーエキス　＊３０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
エデト酸四ナトリウム四水塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
ヒドロキシエタンジホスホン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
香料Ｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部　
　合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００６９】
　　［実施例３３］クリーム状洗浄剤組成物
組成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
イソプロピルメチルフェノール　＊１　　　　　　　　　　　　　　　　２
Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸ナトリウム　＊４６　　　　　　　１０
Ｎ－ミリスロイル－Ｌ－グルタミン酸ナトリウム　＊４７　　　　　　１０
Ｎ－パーム脂肪酸アシル－Ｌ－グルタミン酸ナトリウム　＊４８　　　２０
ラウリルジメチルアミノ酢酸ベタイン　＊４９　　　　　　　　　　　１０　
Ｎ－ビニルピロリドン・Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルメタクリル酸共重合体＊５０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
ＰＥＧ４０００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
ソルビトール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６
高重合メチルシロキサン　＊５１　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
高重合ポリエチレングリコール　＊５２　　　　　　　　　　　　　　　０．５
ベントナイト　＊５３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
酸化チタン（平均粒子径０．２５μｍ、ルチル型）　　　　　　　　　　０．５
グンジョウ（平均粒子径０．３～２μｍ）　　　　　　　　　　　　　　０．０５
ベンガラ（平均粒子径０．０３μｍ）　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
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ナイロン末（平均粒子径１００μｍ）　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
エデト酸四ナトリウム四水塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
香料Ｄ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部　
　合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
【００７０】
　　［実施例３４］フォーマー容器充填用液体洗浄剤組成物
組成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
イソプロピルメチルフェノール　＊１　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
Ｎ－ラウロイル－Ｎ－メチル－β－アラニントリエタノールアミン　　　５
Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル－ＤＬ－アラニントリエタノールアミン　＊１５
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
ラウリン酸アミドプロピルベタイン　＊４　　　　　　　　　　　　　　３
塩化ジメチルジアリルアンモニウム・アクリルアミド共重合体　＊２０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０
エデト酸四ナトリウム四水塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
ヒドロキシエタンジホスホン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
香料Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部　
　合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
　包装容器：フォーマー容器（吉野工業社製）：特開平７－３１５４６３号公報の第２実
施例として記載されたものと同様のフォーマー容器に充填した。
【００７１】
　　［実施例３５］固形洗浄剤組成物
組成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
イソプロピルメチルフェノール　＊１　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
Ｎ－ミリストイル－Ｌ－グルタミン酸ナトリウム　＊４７　　　　　　２０
Ｎ－パーム脂肪酸アシル－Ｌ－グルタミン酸ナトリウム　＊４８　　　３５
Ｎ－ステアロイル－Ｌ－グルタミン酸ナトリウム　＊５４　　　　　　２０
ラウリルジメチルアミノ酢酸ベタイン　＊４９　　　　　　　　　　　　９
パルミチン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６
ジブチルヒドロキシトルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
エデト酸四ナトリウム四水塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
ヒドロキシエタンジホスホン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
塩化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
二酸化チタン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
香料Ｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部　
　合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
包装容器：ピロー包装（最内層ＬＤＰＥ、最外層ＰＰ）に充填した。
【００７２】
　　［実施例３６］シート状洗浄剤
組成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
イソプロピルメチルフェノール　＊１　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
モノラウリン酸ポリグリセリル　＊４５　　　　　　　　　　　　　　　５
ラウリン酸アミドプロピルベタイン　＊４　　　　　　　　　　　　　　１
ポリ塩化ジメチルメチレンピペリジニウム　＊１６　　　　　　　　　　０．１
ホホバ油　＊５５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
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エデト酸四ナトリウム四水塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
ソルビット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．５
プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
ヒドロキシエタンジホスホン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
香料Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部　
　合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．０
　包装容器：上記シート状洗浄剤を特開２００１－３１４３４２号公報の実施例１～１３
に記載されたものと同様のシートにシート質量の３倍量を含浸させた。これをさらにピロ
ー包装（最内層ＬＤＰＥ、中間層アルミニウム層、最外層ＰＰ）に収容した。
【００７３】
　実施例で使用した各種成分は以下の通りである。
＊１　　イソプロピルメチルフェノール（大阪化成）
＊２　　アミソフトＣＫ－２２（味の素）
＊３　　アミソフトＭＫ－１１（味の素）
＊４　　エナジコールＬ－３０Ｂ（ライオン化学）
＊５　　ソフケアＫＧ－３０１Ｗ（花王）
＊６　　サイビノールＰＥ－３（サイデン化学）
＊７　　レオアールＭＳ－１００（ライオン化学）
＊８　　メトローズＨＰＭＣ６０ＳＨ－４０００（信越化学工業）
＊９　　メリッサ抽出液ＢＧ－５０（香栄興業）
＊１０　海藻エキス末（アルプス薬品工業）
＊１１　シラカバ抽出液（丸善製薬）
＊１２　グリチルリチン酸ジカリウム（丸善製薬）
＊１３　エマレックス６１１（日本エマルジョン）
＊１４　クニピアＦ（クニミネ工業）
＊１５　アミライトＡＣＴ－１２（味の素）
＊１６　マーコート１００（カルゴン）
＊１７　トリクロサン（チバ・スペシャリティ・ケミカル）
＊１８　アミライトＧＣＫ－１１（味の素）
＊１９　ソフタゾリンＬＳＢ－Ｒ（川研ファインケミカル）
＊２０　マーコート５５０（カルゴン）
＊２１　ホームリードＣＤ（ライオン化学）
＊２２　アミゼット２Ｃ（川研ファインケミカル）
＊２３　油溶性甘草エキスＰ－Ｔ４０Ｎ（丸善製薬）
＊２４　オクトピロックス（クラリアント・ジャパン）
＊２５　ＢＹ２２－０２０（東レ・ダウコーニング・シリコーン）
＊２６　ソフタゾリンＣＬ（川研ファインケミカル）
＊２７　マーコート２２００（カルゴン）
＊２８　エマレックスＳＰＯ－１５０（日本エマルジョン）
＊２９　ＢＹ２２－０６０（東レ・ダウコーニング・シリコーン）
＊３０　ローズマリー水（丸善製薬）
＊３１　Ｇａｆｑｕａｔ７３４（アイ・エス・ピー）
＊３２　ビューライトＬＣＡ（三洋化成）
＊３３　ＬｕｖｉｑｕａｔＨＭ５５２（ＢＡＳＦ）
＊３４　ビューライトＬＳＳ（三洋化成）
＊３５　ＬｕｇａｌｖａｎＧ－２０（ＢＡＳＦ）
＊３６　フォスファノールＭＬ－２００（東邦化学工業）を水酸化カリウムで完全中和
＊３７　アンヒトール２０ＹＢ（花王）
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＊３８　フォスファノールＭＬ－２２０（東邦化学工業）を水酸化カリウムで完全中和
＊３９　アンヒトール２４Ｂ（花王）
＊４０　プライオリーＢ－６５０Ｄ（花王）のラウリルリン酸カリウム換算
＊４１　アンヒトール２０ＡＢ（花王）
＊４２　アンヒトール２０ＨＤ（花王）
＊４３　ニッサンアノンＬＡパウダー（日本油脂）
＊４４　アミセーフＬＭＡ－６０（味の素）
＊４５　サンソフトＭ－１２Ｊ（太陽化学）
＊４６　アミソフトＬＳ－１１（味の素）
＊４７　アミソフトＭＳ－１１（味の素）
＊４８　アミソフトＧＳ－１１Ｐ（味の素）
＊４９　オバゾリンＬＢ－ＳＦ（東邦化学工業製）
＊５０　コスカットＧＡ４６７（大阪有機化学）
＊５１　ＳＨ２００－１０，０００ｃｓ（東レ・ダウコーニング・シリコーン）
＊５２　ポリオックスＷＳＲ－Ｎ７５０（ユニオン・カーバイト）
＊５３　ポーラゲルＮＦ（アメリカンコロイド）
＊５４　アミソフトＨＳ－１１Ｐ（味の素）
＊５５　精製ホホバ油（香栄興業）
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